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1. はじめに 
近年の情報処理技術やネットワーク技術の発

達に伴いスマートフォンやタブレット端末など

が普及してきている．また，これらの普及に伴

い LINE や Twitter，Facebook などといった SNS

も発達している．中でも Twitter はユーザが現

在行っていることや，それに対して感じたこと

を投稿する傾向が強くリアルタイム性に優れて

いる，かつアクティブアカウントが世界では 3

億 3300 万人，国内では 4500 万人超存在してい

る．またユーザ同士のコミュニケーションも容

易に行うことができる。 

そんな中，インターネットや SNS の普及，日

本人の睡眠教育の意識の低さなどが原因となっ

ている「日本人の睡眠時間の減少」が問題とし

て挙げられている[1]．そこで，Twitter を利用

し睡眠時間を推定する手法を提案することによ

って，Twitter ユーザの生活習慣・睡眠不足の改

善を行うことができると思われる．Twitter の投

稿から正確な睡眠時間を取得するのが困難なた

め，就寝時と起床時のツイートの投稿時間の差

を夜間活動休止時間とし，睡眠時間と近似して

いると考えこの時間を推定する手法を提案する． 

 

2. 関連研究 

田中ら[2]は，マイクロブログの投稿内容だけ

でなく各単位時間の投稿数に基づきユーザをク

ラスタリングし，投稿内容，生活習慣と投稿時

間帯から職業属性を推定する手法を提案してい

る．同じ職業でもライフスタイルによっていく

つかのグループに分類されることが想定されて

いるため，「同じ職業でも多様なライフスタイ

ルが存在する問題」への対応も検討されている．

職業推定の実験の結果から，特徴的なライフス

タイルのユーザに対しては，推定の精度の向上 

 

 

 

 

 

が見られている．しかし，ライフスタイルに顕

著な特徴を持たない職業(「会社員，公務員，自

営業」や「パート，アルバイト，無職」など)に

ついては，特徴語やライフスタイルなどでは適

切に職業推定することが難しいという結果も出

ている． 

本研究において，投稿内容と投稿間隔を用い

て生活習慣である睡眠時間(本研究では夜間活動

休止時間)を推定するところで相違点があると考

える． 

 

3. 提案手法 
投稿やライフスタイルの性質は職業によって

大きく異なることが考えられるため，本研究で

は，対象を学生に絞り学生の投稿内容からの夜

間活動休止時間の推定を目指す． 

先ず，TwitterAPI を利用して起床を表す単語

(具体的には「おはよ」と「おきた」等)を含む

ツイートを投稿しているユーザを取得する．こ

の時，プロフィール文に「学生」と含むユーザ

を選択する． 

次に，選択したユーザからツイートを収集し，

その中から投稿内容，投稿時間を参考に人手に

よって就寝前のツイートを取得する．収集した

ツイートデータをトレーニングデータとテスト

データに分け，それぞれ形態素解析を行い，

「名詞」「動詞」「名詞と動詞」のみを抽出し

たデータをそれぞれ用意する．このデータを利

用して，Doc2Vec[3]と SVM[4]を用いた下記の 2

つの分類方法を用いて分類を行う． 

(手法 1)Doc2Vec を用いた文書類似度による分類 

(手法 2)SVM による 2値分類 

手法 1 では，2 値分類(夜間活動休止時間が 8

時間以上か未満)と 6 種類の分類(夜間活動休止

時間が 2,4,6,8,10,12 で分割)の 2 つの分類を行

う．手法 2では，2値分類を行う． 

Doc2Vec では学習済みモデル[5]を用いてトレ

ーニングデータとテストデータの類似度を求め

る．テストデータそれぞれに対して最も類似し

ているトレーニングデータとのラベルを比較し

A Study on the Estimation of Nighttime Pause Time by 
Remarks in Tweets 
†Takumi Kojima,Faculty of Engineering Tokushima University 
‡Minoru Yoshida, Kazuyuki Matsumoto, Kenji Kita, 
Graduate School of Technology,Industrial and Social Sciences, 
Tokushima University 
 
 

Copyright     2020 Information Processing Society of Japan.
All Rights Reserved.2-469

5T-04

情報処理学会第82回全国大会



その分類精度により評価を行う．SVM ではトレー

ニングデータを用いて 2 値分類の分類器を作成

し，テストデータが正解ラベル通り分類できて

いるかの精度により評価を行う． 

 

 

4. 実験データ 
本研究で利用する実験データについて述べる．

先ず，トレーニングデータには 50 人のユーザ，

テストデータには 10 人のユーザを選択し，それ

ぞれ一人あたり 3000 ツイートを取得する．その

中から，就寝前のツイートを抽出する． 

次に Doc2Vec，SVM に用いたツイートデータ数

を示す． 

 トレーニング

データ 

テストデータ 

Doc2Vec 1817 ツイート 484 ツイート 

SVM 1699 ツイート 464 ツイート 

 

5. 実験結果 
実験結果を示す． 

 名詞 動詞 名 詞 と

動詞 

Doc2Vec 2 値 55.0% 50.3% 54.4% 

6 種類 31.5% 26.0% 32.5% 

SVM 62.3% 61.7% 63.3% 

表に示したように，SVM の分類精度が約 62%，

Doc2Vec においては 2 値分類では約 50%，6 種類

の分類では約 30%という全体的に低い結果となっ

た． 

 

6. 考察 
結果に示したように Doc2Vec においての 2 値分

類では精度が全体を通して約 50%，6 種類の分類で

は全体を通して約 30%，比較対象とした SVM が約

62%と最も精度が良いという結果になった． 

このような結果になった理由としては，就寝前

のツイートの取得方法に問題があったと思われる．

自動で「おはよ」や「おきた」を含む起床時のツ

イートの 1 つ前のツイート就寝時のツイートとし

て取得するとそのツイートをする前に何かツイー

トをしているとそのツイートが就寝時のツイート

として取得してしまう問題点があったため，人手

で就寝時のツイートを抽出したが，そのツイート

をしたからといって今から寝る，または今起きた

といったものの確証がないといった問題点が挙げ

られる． 

 

 

 

7. おわりに 
本研究では，就寝前のツイートの内容から睡

眠時間に近似すると考えられる「夜間活動休止

時間」を推定する手法を提案した．実験の結果

としては，Doc2Vec における 2 値分類では約 50%，

6 種類の分類では約 30%，SVM を用いた 2 値分類

では約 62%という全体的に低い結果となった. 

問題点としては，就寝時のツイートが本当に

就寝時のツイートであるという確証がない，と

いう問題点が挙げられた． 

今後の課題としては，正確な夜間活動休止時

間を取得する必要がある．そのため，本研究で

利用したユーザよりもよりツイート頻度が多い

ユーザを選択しツイートを取得する，ツイート

を取得するユーザに対してアンケートを取り正

確な夜間活動休止時間を取得する必要があると

思われる． 
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